
学びの広場

社会教育委員表彰
～秋田県社会教育委員連絡協議会～

　６月７日、秋田県生涯学習センターで行われた秋
田県社会教育委員連絡協議会評議員会において、北
秋田市社会教育委員の藤嶋正人さん（坊沢）と蒲美
里子さん（阿仁銀山）が秋田県社会教育委員連絡協
議会表彰を受賞しました。
　藤嶋さんと蒲さんはともに、合併した平成17年
から社会教育委員を務め、地域の社会活動や社会教
育の推進に大きく貢献されました。特に、それぞれ
の活動をとおした豊富な知識と経験を活かしながら、
北秋田市社会教育中期計画の策定にご尽力されまし ▲秋田県社会教育委員連絡協議会表彰を受賞した

　藤嶋さん（右側）と蒲さん

た。今後ますますのご活躍を期待いたします。

みんな真剣！大切な人を助けたい
～救急講習会～

　合川公民館公開講座の「救急講習会」が５月29日に
開催され、19人が参加し生命と健康を守るための知識
と技術を学びました。
　この講習会は北秋田市消防本部の協力のもと、突然の
病気や災害にあったとき、慌てることなく応急手当の対
応ができるように、必要最低限の知識を身につけたいと
の思いから、参加者はみんな真剣に、講義や実技に取り
組み、正しい救命のテクニックを身につけました。
　参加者の一人は、「自宅の周辺には高齢者が多く、い
つどこでけがや病気に襲われるかわからない。いざとい ▲心肺蘇生法に取り組む参加者

うときのために、大変勉強になりました」と感想を述べ
ていました。
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日時　平成25年８月15日（木）14時30分～
会場　北秋田市文化会館
対象　平成４年４月２日～平成５年４月１日までに
　　　生まれた市内在住者及び市内中学校卒業者

※個別に連絡を差し上げていますが、該当する方で
　通知が届いていない場合は７月26日までにご連
　絡ください
※成人式の協力員を募集しています
　皆さんの手で思い出に残る成人式にしましょう

平成25年度北秋田市成人式合川地区文化交流会第７回

～10/
『合川地区文化交流会』　時間１０：３０～１１：３０
　北秋雅楽会（森吉）、ケ・アロハ・フラ・オハナ・タカノス（鷹巣）

　李岱奴踊りの会（合川）

問 合川公民館 ☎78‐2214

合川芸文祭第25回７ （日）７

『合川芸文祭』　時間１２：３０～１５：３０
　合川芸文協加入団体
　　（舞踏、民謡、太鼓、コーラス、俳句、華道ほか）

■会場：合川公民館

問 生涯学習課 ☎62‐1130
▲小又神社境内のツキの木
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